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大
塚
龍
児
教
授
の
経
歴
と
業
績

大
塚
龍
児
教
授
は
、

T
成
一
一
命
一
月
一
一
一
日
を
も
っ
て
北
海
道
大
v子

大
学
院
法
平
研
究
科
を
'
疋
年
退
職
さ
れ
る
。
小
八
坂
教
授
は
、
昭
和
四
阿
司

六
月
に
東
京
大
千
法
学
部
を
卒
業
後
、
町
利
回
同
作
七
月
に
県
民
人
学
法

宇
部
助

T
に
探
崩
さ
れ
、
昭
和
四
七
刊
八
川
け
に
北
海
道
大
、
子
法
宇
部
に
助

教
授
と
し
て
赴
仔
さ
れ
た
り
昭
和
五
五
年
月
に
は
同
教
授
に
昇
任
、

平
成
一
一
年
川
川
に
北
海
道
大
学
的
組
織
替
え
に
付
け
っ
て
大
学
院
法
学
研

先
科
教
授
と
な
ら
れ
た
。

こ
の
間
、
法
学
部
・
法
学
研
究
科
、
ん
j
J

了
の
か
什
位
委
員
を
務
め
ら
れ
、

平
成
六
年
一
月
か
ら

γ成
八

年

一

H
ま
で
は
北
海
道
大
学
法
学
部

長
・
北
海
道
大
F
T
K
7
院
法
学
研
究
科
長
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
法
千

部

日

正
J

研
究
科
の
選
営
に
多
卜
人
な
尽
力
を
さ
れ
て
こ
ら
れ
て
い
る
υ

ま
た
、
教
育
面
で
は
、
学
部
に
お
い
て
は
、
同
法
I
H
山

(
会
社
法
、

山

本

生

二f斤
仁ヨ

総
則
商
む
為
、
子
形
小
切
手
法
)
、
海
商
法
、
保
険
法
、
商
法
出
習
な
ど
、

大
学
院
法
学
研
究
科
(
法
科
大
学
院
を
合
む
)
に
お
い
て
は
、
商
法
特
殊

講
義
、
現
代
商
取
引
法
、
商
事
法
事
例
問
題
研
究
な
ど
の
講
義
や
演
習
を

担
当
さ
れ
て
き
た
}
さ
ら
に
、
長
年
、
法
律
相
談
室
顧
問
を
読
め
ら
れ
て

お
り
、
ま
た
、
叫

U
試
験
受
峨
生
に
対
し
て
も
非
常
に
熱
心
に
折
山
砧
守
さ
れ

る
な
と
、
教
育
活
動
に
も
多
大
な
尽
力
を
さ
れ
て
こ
ら
れ
て
い
る
、

こ
の
他
、
学
会
で
は
、
日
本
私
法
学
会
理
事
(
平
成
四
れ
ー
ま
で
)
、
け

本
海
法
学
会
理
事
、
日
本
山
工
法
学
会
理
事
を
務
め
ら
れ
て
い
る
、
さ
ら
に

司
法
試
験
考
査
委
民
も
td
め
ら
れ
て
い
た
υ

十
八
日
城
教
授
の
叫
川
究
業
績
に
つ
い
て
は
、
そ
の
特
色
は
封
尚
法
を
初
め
と

す
る
私
法
全
般
に
対
す
る
涼
い
市
内
鮮
に
裏
打
ち
さ
れ
た
、
的
確
な
法
解
釈

に
あ
る
と
い
え
よ
う
す
な
わ
ち
、
貝
体
的
な
問
也
の
解
決
に
あ
た
り
、

北法S9(fi<s9) 3229 



そ
の
問
題
を
法
体
系
卜
ど
の
よ
う
に
位
間
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
的

碓
に
判
断
す
る
こ
と
に
よ
り
、
既
存
の
法
制
ー
'
疋
を
駆
使
し
、
法
体
系
に
適

し
た
法
解
釈
と
し
て
妥
当
な
結
論
を
導
く
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
純

粋
に
形
式
的
に
法
体
系
と
の
肱
合
性
を
は
か
る
こ
と
が

H
的
と
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
…
法
律
が
ど
の
よ
う
な
状
況
を
惣
疋
し
、
と
の
よ
う
な

利
益
を
保
芯
す
る
こ
と
を
立
附
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
正
確
な
理
解
を

も
と
に
し
て
法
解
釈
が
反
問
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
り

実
質
的
に
は
十
人
工
目
的
に
結
論
を
山
す
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
排
除
き
れ

る
ο

ま
た
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
役
述
の
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
な
珂
解

を
背
景
と
し
て
、
法
体
系
に
適
合
し
た
解
釈
が
そ
れ
一
日
体
と
し
て
一
瓦
当
な

解
決
を
も
た
ら
す
こ
と
に
つ
い
て
も
分
な
巨
が
払
わ
れ
て
い
る
も
の
と

い
、
一
ん
よ
う
。
私
法
人
寸
般
に
対
す
る
以
い
期
解
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
法
体
系

か
ら
離
れ
た
新
規
な
理
論
を
用
い
る
こ
と
な
く
、
従
点
の
法
律
の
枠
組
み

を
肘
い
る
必
で
、
迫
切
な
法
解
釈
を
展
開
す
る
こ
と
が
叫
能
と
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る

大
塚
教
伐
の
矧
究
業
績
で
は
間
取
引
法
、
閣
法
総
則
、
右
価
副
券
法
、

会
社
山
仙
の
尚
山
叫
ん
エ
般
が
松
わ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
、
民
法
、
破
産
法
に

関
わ
る
業
績
も
あ
り
、
こ
こ
で
も
私
法
全
般
に
つ
い
て
の
川
広
い
理
解
が

一
引
さ
れ
て
い
る
、
ま
た
、
数
多
く
の
判
例
評
釈
を
舎
か
れ
て
い
る
が
、
限

ら
れ
た
紙
数
に
お
い
て
訓
市
に
含
蓄
の
あ
る
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
し
ば
し
ば
で
あ
る
。

な
お
、
ト
八
塚
救
同
日
の
耐
ん
九
業
紬
に
お
い
て
は
、
直
一
冊
に
は
わ
が
固
に
お

け
る
法
解
釈
が
課
題
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ド
イ
ツ
法
の
状
況
を
日
述
す

る
と
い
う
よ
う
な
部
分
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
。
し
か
し
、
各
所
で
ド

イ
ツ
誌
が
巻
町
、
さ
れ
て
い
る
内
科
か
ら
、
ド
イ
ツ
法
に
対
す
る
透
詣
の
深

さ
が
何
え
る
も
の
と
な
う
て
い
る
。

以
下
で
は
、
ト
八
坂
教
授
の
制
究
業
績
に
つ
き
、
対
象
と
す
る
分
野
ご
と

に
ま
と
め
て
、
簡
潔
に
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
ま
ず
、
尚
取
引
法
、
商

法
総
川
に
閉
す
る
業
績
が
あ
る
。
教
授
の
研
究
は
附
障
の
委
託
実
む
行
為

か
ら
牛
じ
る
法
体
関
係
に
つ
い
て
の
研
究
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
c

こ
こ
で
は
妥
託
者
の
保
護
が
問
屈
と
な
る
が
、
問
屋
に
つ
い
て
特
殊

な
法
坦
を
沼
め
る
こ
と
は
わ
が
困
の
法
解
釈
ト
と
し
て
は
川
般
で
あ
る
と
し

つ
つ
、
先
わ
的
占
有
改
定
し
守
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
委
託
省
が
ん
た
下
度

保
読
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
委
託
者
と
問
屋
の
関
係
を
請
負

契
約
と
み
る
こ
と
に
よ
り
委
託
告
の
保
譲
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
不
峻
さ
れ
て
い
る
。
法
体
系
か
ら
離
れ
た
新
規
な
現
九
州
を
用
い
る
こ
と

な
く
、
既
存
の
枠
組
み
を
利
崩
し
た
法
解
釈
と
し
て
、
世
切
な
解
決
を
提
示

す
る
と
い
う
あ
り
し
々
が
こ
こ
で
も
顕
著
に
現
れ
て
い
る
も
の
と
い
え
よ

北法:i~J\6 ・ :HO)3Z:;O

つ。
こ
の
分
野
に
お
け
る
こ
の
他
の
業
績
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
約
款
の



人塚能児教張。〉続時と装績

拘
束
力
に
関
す
る
論
稿
が
あ
る
。
ハ
刀
門
単
的
に
は
決
し
て
長
い
も
の
で
は
な

い
が
、
そ
の
内
存
は
非
常
に
合
苔
に
{
同
む
も
の
と
な
っ
て
い
る
契
約
と

い
う
枠
組
み
に
基
っ
き
、
山
居
恩
解
釈
、
合
耳
の
拘
京

U
と
い
う
伺
角
か
ら
、

小
人
口
珂
な
内
容
の
約
款
に
つ
い
て
は
拘
束
力
を
否
定
す
る
と
い
う
、
後
に

先
端
的
と
評
さ
れ
る
結
論
を
哩
か
れ
て
い
る
ご

次
に
、
有
側
証
券
法
に
つ
い
て
の
一
辿
の
業
績
が
あ
る
。
こ
の
中
で
、

子
市
れ
為
の
航
、
凶
作
に
関
連
す
る
業
績
と
し
て
、
後
者
の
抗
介
司
無

惟
の
抗
弁
に
関
す
る
研
究
、
原
凶
関
係
の
時
効
川
械
が
人
的
抗
弁
と
な
る

か
に
つ
い
て
の
研
究
な
ど
が
あ
る
、
こ
れ
ら
の
研
究
に
お
い
て
は
、
手
形

行
為
が
祉
凶
で
あ
る
と
は
何
を

H
f休
す
る
か
に
つ
い
て
の
深
い
理
解
が
示

さ
れ
、
祉
凶
性
を
一
♂
め
た
こ
と
の
反
血
と
し
て
不
当
利
得
の
抗
弁
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
が
桁
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
侃
因
で
あ
る
こ
と
を
珂
論

的
に
つ
き
つ
め
れ
ば
ど
の
よ
う
な
構
成
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
が
論
じ
ら

れ
て
い
る
と
同
時
に
、
ノ
ど
の
よ
う
な
結
論
が
安
当
性
を
有
し
て
い
る
こ
と

が
不
さ
れ
て
い
る
〕
た
と
え
ば
、
原
凶
問
係
の
閃
効
消
滅
が
人
的
抗
汁
に

な
る
か
に
つ
い
て
は
、
判
例
、
通
説
は
こ
れ
を
認
め
る
の
に
対
し
て
、
原

肉
債
権
が
柾
効
で
あ
っ
た
り
、
消
滅
し
た
り
す
る
場
合
に
は
手
形
債
権
白

体
が
不
当
利
得
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
原
岡
債
権
が
時
効
消
滅
し
た
ぬ
ん
門

に
は
手
形
債
権
は
不
斗
利
得
と
は
な
ら
な
い
こ
と
を
示
さ
れ
る
。
そ
し
亡
、

子
服
債
権
と
原
凶
債
権
が
並
存
す
る
よ
う
に
手
形
を
支
払
の
た
め
に
長
受

し
た
と
さ
れ
る
場
合
に
、
原
凶
仙
川
作
が
時
効
消
滅
す
る
こ
と
で

T
形
債
格

も
行
使
で
き
な
く
な
る
と
い
う
結
果
は
、
当
事
者
の
合
理
的

E
思
に
も
反

す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
υ

最
後
に
、
会
祉
法
に
つ
い
て
の
業
績
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
人
的
会

什
に
お
け
る
遅
刻
μ

買
の
持
分
払
一
戻
、
株
上
全
員
出
席
総
会
の
効
ん
な
ど
に

閲
す
る
研
究
が
あ
る
。
後
者
に
お
い
て
は
、
少
な
く
と
も
判
主
権
計
に
よ

る
召
集
行
為
が
な
け
れ
ば
株
主
総
会
と
は
い
え
ず
、
株
式
会
社
の
ぜ
思
渋

定
と
は
い
え
な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
一
ん
で
、
全
員
出
席
総
会
を
認
め

な
い
と
事
実
卜
株
、
一
上
総
会
を
開
い
て
い
な
い
小
規
模
会
社
で
は
妥
当
な
結

果
に
な
ら
な
い
と
い
う
批
判
に
つ
き
、
招
集
権
者
に
よ
る
折
笠
行
為
が
あ

れ
ば
、
後
の
違
反
は
決
議
取
消
の
原
凶
に
な
る
と
併
す
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
、
明
不
の
折
並
行
為
が
な
く
て
も
全
員
山
山
席
総
会
で
折
主
権
者
が

H

席
し
と
異
議
を
述
べ
な
い
と
き
に
は
肘
示
の
招
集
行
為
が
あ
っ
た
と
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
取
消
で
あ
る
と
、
取
山
の

訴
え
が
伴
走
す
る
ま
で
は
決
議
は
有
効
で
あ
り
、
訴
え
提
起
期
間
も
限
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
不
当
な
結
果
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
示

さ
れ
る
c

こ
こ
で
も
、
珂
論
的
に
突
き
諸
め
た
う
え
で
、
巧
み
な
法
解
釈

に
よ
り
妥
当
で
は
な
い
結
呆
は
遊
け
ら
れ
る
こ
と
が
不
さ
れ
て
い
る
つ

以
卜
の
よ
う
に
、
北
海
道
大
学
に
赴
任
さ
れ
ど
以
点
一
一
六
年
間
に
日
一
り

大
塚
教
授
は
教
育
活
動
に
お
い
て
は
訓
7

日
に
熱
心
に
学
刊
の
指
導
に
あ
た

北法59(6-341)3231



ら
れ
、
ま
た
、
附
究
活
動
に
お
い
て
は
顕
告
な
学
術
的
意
義
が
認
め
ら
れ

る
業
績
を
数
多
く
残
し
て
こ
ら
れ
た
ご
本
研
究
科
を
退
職
さ
れ
た
殺
も
、

教
育
研
究
川
動
に
お
い
て
益
々
ご
活
蹄
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
て
や
ま

な
し大

塚
龍
児
教
授
の
経
歴

昭
和
一
口
年

昭
和
問
一
一
年

昭
和
阿
凶
年

昭
和
問
凶
年

昭
和
問
七
年

昭
和
有
五
年
一
月

平
成
平
成
平
成

平
成
平
成

凶

月

。
月

七
月
J¥ 
月

7t 
年年

。
月

。
月

年
五
年

五
月

年

ノ、
月

北
海
道
札
幌
巾
に
生
れ
る
。

司
法
試
験
令
格

点
早
大
学
法
学
部
本
業

山
県
門
小
大
品
J

法
学
部
助
手

北
海
辿
大
学
法

F7部
助
教
制
日

比
F

呼
出
大
学
法
宇
部
教
授

日
本
海
法
学
会
浬
事

日
本
私
法
学
会
理
事
(
平
成
川
河
九
日
月
ま
で
)

ミ
コ
ン
ヘ
ン
大
F

了
法
学
部
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
千

月月

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
て
在
外
研
究
(
一
二
け
ま
で
)

日
本
士
法
学
会
理
事

司
法
試
験
第
一
次
試
験
与
芥
委
員
(
平
成
一
五

z 

年
一
一
月
ま
で
)

北
海
道
大
学
法
学
部
長
北
海
道
大
り
干
大
学
院

法
学
研
究
科
長
(
平
成
人
年
月
ま
で
)

札
幌
巾
人
事
委
員
会
委
員

北
海
道
建
設
紛
争
審
杏
会
会
長
(
平
成
一
八
刊

ハ
年

月

平
成

九
年

月

平

成

一

年

月

日
ま
で
)

平

成

一

年

四
月

北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授

大
塚
龍
児
教
授
の
業
績

【
著
書
】

九
七
七
(
昭
和
有
一
)
午

『干
形
小
切
手
の
法
律
入
門
ド
(
有
斐
閑
)

行
・
倉
持
康
一
郎
氏
と
共
者
)

田
村
誌
之
輔
前
出
重

九
八
八
(
昭
和
六
一
一
)
午

『商
法
(
)
総
則
・
商
行
為
』
(
有
斐
閣
)

氏
と
共
著
)

(
務
ム
ロ
誠
一

-
山
下
友
信

九
八
九

(
平
成
一
川
)
年

北法:i~J\6 ・:;4 2)32:;2 



『尚
法
(
三
)
手
形
・
小
切
手
ド
(
有
斐
悶
」

(
林
均
約
椛
博
之
氏
と

共
著
)

九
九
一
一
(
平
成
合
)
年

『手
形
・
小
切
手
の
法
律
入
門
(
新
版
)
』
(
有
斐
閣
)
(
田
村
詩
之
輔
・

弔
問
阿
重
ノ
汀
・
含
洋
康
一
郎
氏
と
共
背
)

『尚
法
(
ご
総
則
・
尚
行
為
(
第
一
版
)
』
へ
有
斐
悶
)
(
裕
介
誠
一

山
下
左
信
氏
と
H
八
苦
)

九
九
八
一
平
成
一

C
)
年

E

尚
法
(
一
)
手
形
・
小
切
手
(
第

版
)
-
(
布
斐
問
)

(
林
崎

-Nm

瀧
博
之
氏
と
共
著
)

人塚能児教張。〉続時と装績

(
平
成
一
一
一
)
年

『一
内
法
(
三
)
手
形
・
小
切
手
(
約
一
版
補
一
副
)
』
(
有
斐
閣
)
(
林
埼
・

二
口
(
一

制
瀧
博
之
氏
と
H
八
苦
)

『同
法
(
一
)
総
則
・
尚
行
為
(
全
訂
版
)
』
(
有
斐
閣
)
(
北
市
作
誠
一

山
下
友
信
氏
と
H
八
苦
)

一
の
の
一
五
(
平
成
一
仁
)
年

『尚
法
(
三
)
手
形
・
小
切
手
(
第
一
版
補
訂
一
以
ご

(
有
斐
閣
)
「
林

地
制
瀧
博
之
氏
と
共
昔
)

一
0
0
ハ
(
平
成
一
八
)
午

)
総
則
・
尚
行
為
(
前
一
版
ご
(
有
支
閣
)
(
落
台
誠

山
下
瓦
信
氏
と
比
若
)

『尚
法
(

『商
法
(
一
)
手
形
小
切
手
(
第
三
版
ご

(
有
山
県
世
間
)
(
林
川
崎

-
M

瀧
惇
14
氏
と
共
著
)

。
。
七
(
平
成
一
九
)
午

『商
法
(
一
)
総
則
目
間
行
為
(
第
一
版
袖
一
副
版
)
'
(
有
斐
閣
)

山
卜
友
信
氏
と
共
著
)

九日誠

【
論
説
】

九
ヒ
凶
(
昭
和
問
九
)
年

「
介
入
権
を
ノ
汀
使
し
た
間
出
が
破
産
し
た
場
合
の
法
律
関
係
」
法
学
教

室
「
門
前
一
期
〕
五
号

昨年

北法59(6-34:;)323:;



「裏
舎
の
原
凶
関
係
が
相
効
・
泊
減
の
場
合
の
被
世
舎
人
の
地
位
一
鴻

常
夫
編
集
代
表

a
商
事
訟
の
諸
問
州
国
(
七
升

mN久
光
牛
追
悼
治
i
J

入
集
)
-

(
有
斐
閣
)

問
屋
常
業
」

『林
系
的
円
以
辞
典
』
(
青
林
書
院
新
社
)

「
手
形
小
切
手
と
そ
の
原
凶
関
係
」
鈴
木
竹
雄
ほ
か
編

a
新
閣
以
漬

手
形
・
小
切
手
'

(
有
斐
閣
)

刃
i
ミ
J

Z
l
 

九
七
五
(
昭
和
利
。
)
年

一
取
締
役
」
長
浜
洋
一
、
平
山
医
道
編

『会
社
法
を
学
ぶ
L

(
右
変
悶
)

「
普
通
取
引
約
款
の
拘
束
力
」
法
学
教
室
〔
第
一
期
〕

J¥ 
ロ
'o 

「
問
屋
の
委
託
実
行
ノ
汀
九
に
よ
り
川
ず
る
法
律
崎
係
の
問
点
か
ら
見
た

ぷ
2
3寸
の
法
理
」
竹
内
昭

L
編

『現
代
閣
法
学
の
課
題
卜
(
鈴
木
竹

雄
先

q
古
稀
ぷ
念
)
』
(
有
斐
閣
)

九
七
r
ハ
(
昭
和
力
)
年

「
T
M能
刈
」
山
原
菊
!μ

、
前
回
時
編

『干
形
・
小
切
手
を
，
ヂ
ぷ
』
(右

斐
閣
)

九
ヒ
じ
(
明
和
五
一
)
年

「
商
法
計
八
条
1
4川
八
九
条
一
人
隅
健
一
郎
ほ
か
細

『判
例
コ
ン
メ

同
法
山

l
』
へ
三
省
堂
)

ン
タ

l
ル

13 
卜

九
七
八
(
昭
和
有
一
ご
午

一
こ
れ
か
ら
の
商
法
学
(
こ
れ
か
ら
の
法
律
学
)
」
〈
座
談
会
大
塚
龍
児

必
合
誠
一
・
神
崎
克
郎
・
渋
谷
九
，
ナ
・
前
四
重
行
・
竹
内
昭
夫
〉
ジ
ユ

り
ス
ト
六
T
1
1
5

「
法
人
格
否
認
の
法
即
」
川
本
弁
高
士
連
合
会
特
別
研
修
殺
害
計
一
一
介

度
「
間
出
の
委
託
!
丈
行
行
為
か
ら
ぺ
ず
る
法
律
関
係
に
つ
い
て
」
私
法
凶

つい
4τ
ソ

「
約
款
の
解
釈
方
法
」

民
法
の
争
点

「
問
屋
の
破
産
と
委
託
者
の
取
一一戻権」

『商
法
の
争
山

』

北法:i~J\6 ・:;44)32:;4



九
七
九
(
昭
和
利
凶
)
年

一
営
業
譲
波
と
取
引
の
安
全
」
金
融
・
商
事
判
例
計
六
五
回
勺

「
手
形
行
為
的
取
批
と
手
形
抗
弁
一

2
p
z
c
-
八
号

「
手
形
の
時
効
・
利
得
償
理
請
求
権
」
別
冊
法

7
セ
ミ
ナ
ー
凶
一
口

株
主
総
会
決
議
の
暇
批
」
鴻
常
夫
ほ
か
編

『会
社
法
律
全
古
』
(第

一
法
制
)

人塚能児教張。〉続時と装績

九
八
口
(
昭
和
利
五
)
年

「
原
岡
関
係
と
人
的
抗
弁
手
形
の
無
閃
刊
と
出
後
の
当
事
者
同
に
お

け
る
人
的
抗
弁
の
基
礎
υ

人
的
抗
弁
の
個
別
性
、
権
利
濫
肘
の
抗
弁
、

平
祉
権
の
抗
弁
等
の
珂
解
の
た
め
に
」
ピ
君
、
出
品
。
。
二
八
号

「
問
屋
常
業
」
上
柳
川
心
郎
は
か
細

『
商
法
総
則
・
凶
行
為
リ
ル
』
閣
法
議

義
(

l

)

(

有
斐
悶
)

「
手
形
利
付
償
還
請
求
維
持
に
そ
の
利
得
に
つ
い
て
」
北
大
法
学
論

生
問
一
二
来
】
二
円
守

「
有
価
証
券
の
除
梓
判
決
ハ
争
点
の
現
況
〉

5
4
的
。
プ

C
C
一
二
ヒ
ロ
ケ

九
八
一
「
有
価
証
券
の
除
権
判
決
に
つ
い
て
一
北
ト
人
法
学
論
集
一

号
下
巻
へ
小
山
教
授
退
官
ぷ
念
特
集
)

(
明
和
五
!
と
年

を

凶

九
八
一

一
問
屋
の
破
産
と
委
託
者
の
取
一一戻権」

『商
法
の
争
点
(
第
二
版
と

昭
和
有
八
)
午

「
涜
ん
取
引
と
事
故
」
鈴
木
禄
弥
、
竹
内
昭
夫
編

副会
融
取
引
法
大
系

〔
二
〕
預
金
取
引
』
(
有
斐
附
)

九
八
凶
(
昭
和
五
九
)
午

「
抱
人
n
せ
増
資
」
柳
克
郎
ほ
か
編

副会
社
法
演
習
〔
一
〕
株
式
会
社

〔
計
対
ほ
か
〕
有
限
会
社
等
「
(
有
斐
閣
川
)

九
八
五
(
昭
和
六
心
)
年

「
一
委
託
販
売
契
約
」
志
藤
治
ほ
か
監
修
E

現
代
契
約
法
人
系
〔
四
〕
商

品
売
買
目
消
費
者
知
人
約

-
M八
刀
所
有
建
物
L

(

布
斐
閣
)

北法59(6-34;))3235



「
尚
業
登
記
(
お
よ
び
公
告
)
の
対
抗
力
に
つ
い
て
一
江
頭
智
治
郎
編

『
八
口
年
代
商
事
法
の
諸
相
(
鴻
常
火
先
生
還
暦
記
念
ご

(
有
叫
玄
関
)

「
約
款
の
解
釈
方
法
一

回民
法
の
下
向
日
債
権
総
論
・
債
権
弁
論
L

「
有
何
証
券
の
偽
造
・
変
造
」
汁
内
昭
夫
、
龍
四
川
山
編

『有
側
証
券
〔
現

代
企
業
法
講
座
合
〕
』
戸
車
尽
ト
入
学
山
版
会
)

ア
品
川
法
八
口
条
(
社
員
の
貰
仔
)

l
八
三
条
(
自
称
社
員
の
背
任)」

上
柳
克
郎
ほ
か
編

『刻
版
、
什
釈
会
社
法
(
二
総
則
令
名
会
社
人
門

資
会
社
』
(
右
変
悶
)

九
八
八
(
昭
和
六
一
一
)
年

「
原
肉
関
係
の
時
効
消
滅
は
人
的

T
形
抗
弁
と
な
り
う
る
か
」
北
大
法

学
論
集
一
八
巻
ム
U

f

ハ
ロ
巻
(
山
由
教
授
退
官
記
念
特
生
)

九
八
九
(
平
成
一
川
)
年

「
人
的
九
五
社
社
員
の
山
山
資
主
務
と
退
社
員
の
持
分
払
一一
民
」
北
大
法
学
論

集
三
九
巻
五
六
母
上
巻
(
力
十
嵐
救
綬
吸
教
ね
返
官
記
念
特
免
)

九
九
〈
〉
(
平
成
一
)
年

一
ケ
ー
ス
に
よ
る

T
M円
以
人
門

{ 

主

号

九
九
一
へ
平
成
否
)
年

「V
伊
山
門
」
法
r
干
教
室
一
万
一
号

JmM門
」
仏
学
教
室
一
主
一
号

「Jd刊
」
法
一
子
教
豆
一
主
一
号

内
地
手
形
の
除
構
判
決
」
法
学
教

「
間
口
聞
の
減
産
と
委
託
告
の
取
戻
権
」
E

尚
法
の
争
点
E
尚
行
為
・
保

険
・
海
聞
手
形
・
小
切

T
L

「
演
料
」
法
学
教
室
一
式
凶
ロ
勺

「
町
田
刊
」
法
F
P

子
教
室
一

π五回勺

「
〕
伊
刊
」
法
学
教
豆
一
五
?
ハ
ロ
勺

北法:i~J\6 ・:;4 6)32:;6 



「
四
百
一
法
学
教
室
一
石
仁
ロ
ケ

「
治
省
」
法
v
J

子
教
室
一
五
人
口
勺

出
資
」
仏
学
教
室
一
石
九
回
勺

九
九
四
(
ザ
ト
成
六
)
年

印
刷
白
」
法
学
教
室
一
六
心
号

「
四
一
世
」
法
学
教
室
一
六
ロ
ケ

「
い
調
官
」
法
F

干
救
山
主
二
ハ
一
口
勺

人塚能児教張。〉続時と装績

「
持
分
の
示
献
と
訴
訟
の
承
継
最
大
判
脳
同
五
ヒ
・
一
五
」
奥
島

平
康
、
古
島
司
編
E

尚
法
の
判
例
と
論
理
|
昭
和
四
心
刊
代
の
最
古
裁

判
例
を
め
ぐ
っ
て
(
台
津
山
原
一
郎
救
ね
理
睡
配
念
論
文
集
亡
(
刊
本
年
川

論
社
)

「
同
業
登
記
の
一
般
的
効
力
に
つ
い
と
代
衣
権
、
代
理
権
の
登
記
を

中
心
に
し
て
」
登
記
附
究
五
六
ひ
号

九
九
五
(
平
成
七
)
年

一
株
主
権
の
強
化
株
、
一
十
代
支
訴
訟
」
落
合
誠
一
ほ
か
編

a
副
代
企
業

止
法
の
軌
跡
と
民
望
(
油
常
夫
先
川
古
稀
記
念
)
』
(
尚
事
法
務
研
究
会
)

九
九
八
(
平
成
一
の
一
)
午

「
株
+
飛
ん
寸
貝
巾
出
席
総
会
の
効
力
」
凶
行
原
紳
作
、
神
阿
秀
樹
編

?問
事
法

の
展
望
|
新
し
い
企
装
法
を
求
め
て
(
竹
内
昭
夫
先
川
追
悼
品
主
集
)
』

(
商
事
法
務
附
究
会
)

九
九
九

)
年

(
平
成

一

干
形
の
満
期
は
振
山
口
よ
り
前
で
あ
っ
て
は
な
り
な
い
か
」
瀬
川
信

久
編
E

私
法
学
の
再
構
築
〔
北
海
地
大
川
了
法
宇
部
ラ

f
ブ
ラ
リ
1
一一〕

-

(
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
公
)

「
弁
済
に
よ
る
代
休
!
と
破
産
法
一

四
五
条
(
卜
)
(
下
ご
法
背
時
恨
力 四
条

条

七
条
、
和
説
法

巻
一

O
号
、
五
一
巻
一

0
0
八
(
平
成
一
口
)
午

「
公
社
法
第
六
条
(
公
社
の
間
以
勺
)
第
一
五
条
(
会
社
の
他
用
人
)
」

泊
巻
俊
雄
、
能
同
節
編
集
代
表
a
巡
条
解
説
会
社
法
(
第
一
本
】
)
総
則
・ 号

北法S9(fi.347) 323i 



日
試
す

会
社
法
の
わ
品
i

・
会
社
訟
の
川
口
格
第
一
条
1
第
一
(
ハ
〉
一
条
』

(
中
央
粁
済
社
)

{
判
例
研
究
等
】

九
七
の
一
(
昭
和
四
五
)
年

「
他
人
名
誌
で
約
京
手
形
を
振
り
山
し
た
省
に

T
形
振
山
人
と
し
て
の

責
任
が
認
め
ら
れ
た
事
例
」
法
学
協
会
雑
!
凶
八
七
巻
主
号

(
昭
和
四
六
)
年

「
一
内
法
四
九
凶
条
に
い
う
「
不
干
の
詰
託
」
の
意
義
い
わ
ゆ
る
以
洋

電
機
カ
ラ
テ
レ
ビ
事
件
」
ジ
ユ
リ
ス
ト
四
七
九
回
勺

九
じ

九
七
一

昭
和
四
七
)
年

「
運
送
人
的
判
開
情
ま
た
は
尚
人
聞
の
宵
置
権
と
ん
川
回
世
物
の
所
有
権
と

の
関
係
川
県
点
電
気
化
学
γ

古
木
事
件
」
ジ
ェ
リ
ス
ト
ア
八
一
一
一
号

「
銀
行
の
干
形
印
影
田
ム
ロ
の
際
的
附

E
北
務
の
軒
度
等
」
経
済
法
(
経

済
法
d
了
九
五
日
)

一
五
号

九
七
一
一

(
昭
和
四
八
)
年

「ぶ
J

y

扮
ト
人
民
的
認
叫
を
え
な
い
海
上
保
険
約
み
の
変
更
の
効
力
一

『海

事
判
例
白
選
(
増
補
版
)

九
七
五
(
昭
和
否
。
)
年

一
間
口
慌
の
破
産
、
と
委
託
者
の
取
戻
椿
」

『附
法
「
総
則
・
尚
行
為
〕
判

例
十
日
選

九
七
i

ハ
(
昭
和
T

n

)

年

「
振
山
山
・
裏
古
の
原
凶
関
係
が
と
も
に
消
滅
し
た
場
行
と
人
的
抗
行
の

対
抗
」

『手
形
小
切
「
判
例
百
選
(
新
版
・
増
補
)
L

「
間
出
の
破
産
と
取
川
町
比
惜
」
E

倒
産
判
例
百
選

九
ヒ
ヒ
(
昭
和
有
一
)
年

「
次
川
取
さ
れ
た
約
京

T
形
に
振
出
人
ト
と
し
て
署
名
し
て
い
た
者
の
責
任」

『商
法
の
判
例
(
約
一
版
)
』

「
(
)
電
気
似
給
規
程
の
刊
質
と
消
貨
省
に
対
す
る
拘
束
力
、
(
二
)

本
来
の
債
務
に
一
円
の
小
川
止
の
あ
る
弁
符
の
提
供
の
適
併
東
京
電
力

電
気
料
金
円
不
払
事
件
第
一
審
判
決
」
判
例
時
報
八
立
。
号
(
判
例

北法:i~J\6 ・:;48)32:;8 



汗
論
一

一
円
方
」

「
保
険
金
受
領
の
際
の
さ
約
!
芸

υ
¥商
法
(
保
険
海
閥
)
判
例
百
選
』

九
七
八
(
昭
和
利
一
一
)
年

「
手
形
に
保
証
の
趣
旨
で
官
官
斉
を

ν

た
場
合
に
原
凶
債
務
に
つ
い
て
の

民
事
保
一
証
を
推
忍
す
る
こ
と
の
刊
訂
門
」
判
例
時
限
八
八
九
回
勺
(
判
例
汗

論
一
一
一
四
u守
)

九
七
九
(
昭
和
利
凶
)
年

手
形
授
受
の
当
事
者
聞
に
お
い
て
仮
執
行
五
一
六
付
立
払
命
令
に
よ
り

手
形
債
権
が
伴
定
し
た
ぬ
介
!
と
胤
凶
位
、
権
の
消
滅
時
効
」
民
商
法
雑
つ
恥

七
九
巻
1

ハせ

人塚能児教張。〉続時と装績

「
友
見
代
衣
取
締
役
と
第
三
告
の
過
失
」

之
ム
社
判
例
町
選
(
第
収
工

「
要
素
の
錯
誤
に
よ
る
裏
舎
の
効

h

悪
巨
の
抗
弁
が
認
め
ら
れ
た
事

例」
E

町
和
五
十
三
刊
度
重
民
判
例
解
説
-
(
ン
コ
リ
ス
ト
六
九
一
口
)

「
他
人
の
苦
通
預
金
通
帳
と
居
間
印
践
を
窃
取
し
た
者
に
対
し
て
な
し

た
領
合
払
一
民
に
つ
き
、
銀
行
に
過
失
を
認
め
債
格
の
準
占
有
者
に
対
す

る
弁
済
と
し
て
の
効
力
を
肖
I

疋
し
た
事
例
」
ジ
ュ
リ
ス

1
六
九
八
号

「
(
)
会
社
資
金
に
よ
る
新
株
の
払
込
は
鼎
効
で
あ
る
と
さ
れ
た
事

例
(
一
)
引
受
欠
快
の
あ
る
新
株
に
つ
き
日
ハ
同
引
受
を
擬
制
さ
れ
た
取

稀
伐
の
一
人
が
全
領
の
払
込
み
を
な
し
た
場
合
と
右
新
株
の
帰
属
関
係

三
二
)
株
主
総
会
で
七
取
締
役
が
有
新
株
全
部
に
つ
い
て
一一
殺
伐
権
を
行

位
し
た
の
は
違
法
で
あ
り
、
そ
の
議
決
権
を
除
く
と
、
十
円
株
、
一
干
総
会
の

決
議
は
不
十
仔
存
で
あ
る
と
さ
れ
た
事
例
」
判
例
時
報
九
一
五
号
(
判
例

汗
論
一
四
八
号
)

九
八
口
(
昭
和
有
五
)
午

「
牛
命
保
険
約
試
の
効
力
」

『ヰ
命
保
険
判
例
百
選
'

「
保
険
料
の
不
払
に
よ
る
契
約
の
失
効
」
E

生
命
保
険
判
例
町
選

「
干
形
に
よ
る
保
険
料
の
支
払
」

『悩
害
保
険
判
例
f

川
選
L

九
八
一
(
昭
和
五
?
と
午

「
商
品
取
引
員
の
外
務
員
が
顧
客
と
の
問
で
受
託
契
約
準
則
違
以
の
商

北法59(6-349)3239



ロ
川
取
引
委
託
契
約
を
し
た
場
合
に
、
商
品
取
引
員
は
契
約
卜
の
義
y

扮
あ

り
と
し
つ
つ
、
顧
客
に
も
過
失
あ
り
と
し
て
、
七
割
の
過
失
相
殺
を
し

た
事
例
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
三

号

転
出
・
裏
書
の
原
凶
関
係
が
と
も
に
消
滅
し
た
場
合
と
人
的
抗
弁
の

対
抗
」

『手
形
小
切
「
判
例
百
選
(
第
一
一
一
版
)

株
、
一
干
総
会
行
集
の
手
続
に
取
枇
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
決
議
取
消

を
業
却
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
さ
れ
た
事
例
」
代
行
リ
ポ
ー
ト
五
f

ハ

す
「
株
干
の
な
し
た
株
主
総
会
決
議
無
効
時
誌
の
訴
の
提
起
が
、
悪
意
に

で
た
も
の
と
し
て
、
原
市
口
た
る
株
主
に
対
し
担
保
税
杭
い
を
命
じ
た
事
例
」

ジ
ュ
リ
ス
ト
ヒ
合
凶
号

九
八
一
(
昭
和
カ
七
)
年

「
取
締
役
会
の
鼎
効
な
決
訴
に
よ
り
選
汗
さ
れ
た
代
去
取
締
役
が
し
た

行
為
と
尚
法
一
六
一
条
の
類
推
適
用
」
判
例
時
恨
一
口
凶
ハ
)
号
(
判
例

門
す
)

評
論
一
八

「
振
山
の
日
付
に
先
だ
っ
け
付
の
畏
古
の
効
力
一
、
ン
コ
リ
ス
ト
七
七
凶

号九
八
一
(
昭
和
吉
八
)
年

一
衣
見
代
去
取
締
役
と
第
三
者
の
過
失
」

『会
社
判
例
百
選
(
品
川
市
回
収
)
』

「
株
券
を
盗
取
さ
れ
た
運
送
人
(
国
鉄
)
か
ら
そ
の
株
券
の
悪
ぜ
、
重

過
失
あ
る
取
得
者
に
刈
し
て
な
さ
れ
た
返
還
請
求
に
つ
き
、
民
法
九

一
条
の
適
用
を
否
定
し
、
商
法
一
九
条
、
小
切
手
法
一
条
に
来
っ

き
請
求
を
認
存

L
た
事
例
」
判
例
時
報
心
六
七
号
(
判
例
評
論
二
九

り
は
考
)

「
所
有
権
内
閣
保
を
し
た
自
動
半
の
売
ょ
の
恥
口
長
に
対
す
る
引
渡
請
求

が
惟
利
献
用
と
き
れ
た
宇
例
」
、
ン
ュ
リ
ス
ト
ヒ
九
阿
号

「
約
取
手
形
の
裏
書
人
が
保
山
人
の
手
形
金
I
え
払
義
務
の
同
効
に
よ
る

消
滅
に
伴
い
山
己
の
所
持
人
に
対
す
る
償
還
表
務
も
消
滅
し
た
と
し
て

そ
の
履
行
を
免
れ
よ
う
と
す
る
こ
と
が
恒
義
則
に
以
し
許
さ
れ
な
い
と

さ
れ
た
事
例
」
民
商
法
雑
品
八
九
巻
一
号

北法;)~J\6 ・ :;;)0)3240 



九
八
凶
(
昭
和
利
九
)
年

一J
新
株
光
行
棒
日
切
に
つ
い
て
の
与
察
」
代
わ
リ
ポ
ー
ト
六
九
号

九
八
五
(
昭
和
六

O
)
年

一
間
口
慌
の
破
産
と
委
託
者
の
取
肢
体
情
」

『
尚
渋
「
総
則
・
尚
行
為
〕
判

例
11
選
(
第
一
版
)

営
業
譲
住
と
労
働
契
約
関
係
」

a
商
法
〔
総
則
商
わ
為
〕

判
例
百

選
(
片
山
一
版
エ

九
八
ハ
(
昭
和
六
)
年

「
株
干
に
よ
る
柏
田
株
式
と
軒
額
面
株
式
と
の
問
の
転
閣
の
請
求
と
株

券
の
提
山
の
民
所
」
判
例
時
報

一
七
つ
号
(
判
例
記
川
論
三
一
μ

勺)

人塚能児教張。〉続時と装績

「
銀
行
の
片
己
宛
小
切
手
と
債
務
の
本
旨
に
従
っ
た
汁
済
の
提
供
」
ジ
ュ

リ
ス
ト
八
五
?
ハ
ロ
勺

九
八
七
(
昭
和
六
一
)
年

「
(
)
役
員
選
任
の
株
主
総
会
決
議
取
消
し
の
訴
え
の
係
属
中
に
当

訟
役
員
が
退
官
し
た
場
合
に
、
訴
え
の
利
益
が
先
わ
れ
な
い
特
別
の
事

情
が
あ
る
と
さ
れ
た
事
例
(
一
)
取
締
役
会
の
招
集
に
つ
き
部
の
取

締
役
に
対
す
る
通
知
も
れ
が
あ
っ
て
も
、
当
該
取
締
役
会
の
決
議
を
有

効
と
す
る
特
段
の
事
情
が
あ
る
と
さ
れ
た
ポ
例
」
判
例
時
報

号
戸
判
例
詳
論
三
一
一
八
号
)

「
7i)
株
式
会
社
の
い
わ
ゆ
る
全
貝
出
席
総
会
に
お
け
る
決
議
の
効

力
戸
2
」
株
主
の
代
珊
人
の
山
席
を
入
門
む
い
わ
ゆ
る
全
員
出
席
総
会
に

お
け
る
決
議
が
有
効
と
な
る
場
介
」
代
行
リ
ポ

l
1
七
七
り

「
会
社
と
そ
の
株
羊
と
の
山
の
株
券
不
発
れ
の
ん
門
ゼ
は
、
当
該
株
ギ
が

株
券
の
川
持
を
望
ん
で
い
な
い
川
崎
九
日
に
の
み
有
効
で
あ
る
と
さ
れ
た
事

一
九
号
(
判
例
詐
尚
一
川
一
号
)

例
」
判
例
時
報
二

九
八
八
(
昭
和
六
一
一
)
年

「
干
形
金
請
求
の
訴
え
の
定
義
と
原
国
債
権
の
消
滅
時
効
の
中
断
」
け

刊
法
学
教
室
九
一
号

「
い
わ
ゆ
る

E
耐
性
権
の
抗
弁
」
E

法
学
力
イ
ド
一
同
商
法
皿

冊
法
学
セ
ミ
ナ
ー
八
七

別

北法59阿部1)3241 



「
生
命
保
険
約
款
の
効
力
一

『生
命
保
険
判
例
百
選
(
増
補
版
)
』

「
保
険
料
の
ヂ
払
に
よ
る
契
約
の
失
効
」

h

ぺ
命
保
険
判
例
百
選
戸
増

補
版
よ

「
会
社
の
ん
門
併
と
株
式
の
買
取
請
求
価
格
」

h

新
証
券
・
阿
ロ
山
取
引
判

例
f

川
選
』

九
八
九
(
平
成
一
川
)
年

「
既
に
尉
止
し
た
包
装
に
関
す
る
梓
利
ま
た
は
地
位
の
設
渡
契
約
が
商

法
一
川
一
合
条
一
項
号
の

U
楽
町
重
裂
な
一
部
の
品
波
に
当
ら
な
い
と

し
な
が
ら
も
、
右
契
約
中
の
吋刷
業
避
け
契
約
に
つ
い
て
商
法
一

一
頃
号
の
細
川
推
適
用
を
自
定
し
た
例
」
判
例
時
報

例
一
計
必
一
六
八
回
勺
)

四
有
条

二
八
号
(
判

九
九

O
(平
成
一
)
年

「
十
松
山
山
・
裏
書
の
原
凶
関
係
が
と
も
に
消
滅
し
た
場
合
と
人
的
抗
力
の

対
抗
」
E

手
形
小
切
「
判
例
百
選
(
第
阿
版
)

「
内
法
四
三
条
に
お
け
る
使
肘
人
の
代
理
権
」
商
事
法
務
一
一
一
石
号

九
九
一
一
株
主
兼
取
締
役
に
刈
し
商
法
一
九
同
条
川
{
止
の
検
査
役
選
任
請
求
権

を
認
め
た
事
例
」
私
法
判
例
リ
マ

1
ク
ス

(
平
成
二
一
)
年

九
九
一
(
平
成
問
)
年

「
衣
見
代
点
取
稀
役
と
第
三
計
の
過
失
」

『会
朴
判
例
百
選
(
治
主
版
)
-

親
会
社
が
取
得
し
た
自
己
株
式
を
ぞ
の
取
作
柄
数
で
一
夫
土

f
会
牡
に

議
浪
し
、
完
ん
l

子
会
社
が
そ
れ
を
第
三
者
に
そ
の
取
得
価
額
未
満
で
さ

ら
に
譲
渡
し
た
ぬ
什
に
、
こ
れ
に
問
う
し
た
親
会
社
の
取
締
役
の
商
法

。
条
違
反
に
よ
る
親
会
社
の
似
害
を
、
親
会
社
が
山
己
株
式
取
得

代
金
支
弘
い
の
た
め
に
借
り
入
れ
た
借
入
金
の
利
息
相
当
鈎
な
ら
び
に

完
全
，
ナ
会
朴
に
よ
る
取
付
冊
棋
と
売
却
何
飴
と
の
売
担
お
よ
び
完
全
，
ナ

会
社
が
債
務
引
受
し
た
親
会
社
の
借
入
企
利
息
の
支
払
い
に
よ
り
、
視

余
計
の
有
す
る
完
全
L
J
会
社
の
株
式
に
ぺ
じ
た
株
式
評
価
損
と
し
て
、

組
会
社
株
4
7

に
よ
る
代
よ
れ
訴
訟
に
お
い
て
右
取
締
役
に
組
会
社
へ
の
賠

償
を
認
め
た
事
例
」
判
例
時
報
四
一
ヒ
号
(
刊
例
評
論
問
。
四
号
)

九
九
一
(
平
成
五
)
年

「
首
通
保
険
約
款
の
杓
以
力
」

a
商
法
〔
保
険
海
商
〕
判
例
f

川
選
(
治

北法:1~J\6 ・:;:1 2)3242 



版
)
』

「
代
表
取
締
役
の
退
任
等
の
登
記
と
商
法
一

旭
川
一

『同
業
笠
記
先
例
判
例
川
選
』

一
条
民
法
一

朱
平
川
町

九
九
凶
(
平
成
六
)
年

「
約
点
手
形
の
桜
山
川
人
に
対
す
る
満
矧
刷
の
同
提
起
と
遡
求
権
保
ム
の
た

め
の
支
払
星
示
の
有
証
一
」
法
学
教
室
一
i

ハ
四
り

「
門
地
手
形
の
満
期
が
補
充
さ
れ
た
場
什
と
そ
の
他
の
ア
形
要
刊
の
U

地
補
充
権
の
消
滅
時
効
」

『
T
成
五
年
版
重
安
判
例
解
説
』
(
ジ
ュ
リ
ス

ト
臨
時
州
川
一
心
凶
ハ
口
)

人塚能児教張。〉続時と装績

「
問
[
慌
の
破
産
と
妥
託
者
の
取
川
町
権
」

『商
法
〔
総
則
・
尚
行
為
〕
刊

例
FU
選
(
第
一
版
)

九
九
ハ
一
平
成
八
)
年

「
普
通
保
険
約
款
の
拘
束
心
」

損
有
保
険
判
例
百
選
(
第
二
版
)

「
合
併
山
内
業
融
政
、
解
散
・
治
情
、
罰
則
、
有
限
会
社
」
倉
山
川
康
一

郎
、
奥
尚
孝
康
編

『判
例
ハ
ン
ド
ブ
y
ク
〔
商
法
総
則
会
朴
法
〕
'
(日

本
評
論
社
)

九
九
七

(
平
成
九
)
年

vg官
後
志
思
に
よ
ら
ず
に
流
通

ν
た
干
形
と
署
名
告
の
責
停
」

『「

形
小
切
手
判
例
山
選
(
第
五
版
)
-

九
九
八
(
平
成
一
心
)
年

「
新
株
円
五
/
什
不
存
也
伴
認
の
r
Aえ
と
そ
の
被
告
適
格
」
私
法
判
例
リ
マ
ー

ク
ス
一
六

口
市
川
期
の
口
と
し
て
振
出
川
よ
り
前
の
口
が
記
載
さ
れ
て
い
る
確
定
川

払
の
約
束
子
恨
の
効
力
」
判
例
時
報
一
六
一
五
号
(
判
例
一
詐
品
四
六
九

号「
衣
見
代
よ
れ
取
締
役
と
第
三
者
の
過
失
」

『会
祈
判
例
百
選
(
的
ハ
版
)
』

九
九
九
(
平
成
一

「
判
例
解
説
(
普
青
山
取
得
、
取
止
委
仔
、

T
形
保
証
)
」
何
本
一
郎
、

奥
島
孝
康
絹
『新
判
例
マ
ニ
ュ
ア
ル
商
法
町

(T形
法
小
切
手
法
)
』

)
午

北法59阿部:;)324:; 



三
二
府
臼
W
J
と

ニ
ロ
ロ
一
(
平
成
一
凶
)
年

「
問
照
的
破
産
と
委
託
者
の
取
U
K

梓一

『尚
法
〔
総
則
・
尚
行
為
〕
判

例
山
選
(
第
四
版
)
』

一
一
〈
ノ
ロ
凶
(
平
成
一
六
)
年

一
伝
五
則
ト
株
ヱ
総
会
決
議
の
な
い
こ
と
を
珂
由
に
取
締
役
へ
の
退
職

令
の
支
払
い
を
組
め
な
い
と
さ
れ
た
事
例
」
私
法
判
例
リ
マ

1
ク
ス
一

J¥ 
「
他
人
の
氏
名
に
よ
る
署
名
」

T
形
小
切
手
判
例
FU
選
(
第
ハ
版
)

二
C
C
iハ
(
平
成
一
八
)
年

「
衣
見
代
点
取
締
役
と
第
三
町
の
過
失
」
E

会
社
法
判
例
百
選
-

二
C
C
八
(
平
成
一
心
)
年

「
改
市
前
商
法
一
九
四
条
項
に
定
め
る
検
脊
役
選
任
の
巾
請
川
氏
件
で

あ
る
総
株
主
の
議
決
権
の
一
つ
つ
ハ
刀
の
三
以
ト
を
有
す
る
株
干
の
意

味
」
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
一
六

「
間
口
刊
の
破
産
と
委
託
者
の
取
戻
梓
一

『同
法
(
総
則
断
行
為
)
判

例
訂
選
(
第
立
収
工
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